
必
要
書
類
な
ど

　
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
身
分

証
明
書

※
失
業
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
て
い
る

方
は
、
離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
な
ど
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

免
除
が
通
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

■問
保
険
年
金
課
給
付
年
金
係

　
☎
0
2
2
（
3
5
5
）
６
４
９
８

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担
割
合

の
見
直
し
に
つ
い
て

　
10
月
1
日
㈯
か
ら
、
一
定
以
上
の
所

得
の
あ
る
世
帯
の
方
は
、
窓
口
負
担
割

合
3
割
の
方
（
現
役
並
み
所
得
者
）
を

除
き
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
が
2

割
に
な
り
ま
す
。

　
新
た
に
2
割
負
担
の
対
象
と
な
る
方

は
、
住
民
税
課
税
所
得
が
28
万
円
以
上

か
つ
、
「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計

所
得
金
額
」
が
２
０
０
万
円
以
上
の
方

で
す
。
（
世
帯
に
被
保
険
者
の
方
が
2

人
以
上
い
る
場
合
は
、
「
年
金
収
入
＋

そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
」
の
合
計
が

３
２
０
万
円
以
上
）

　
見
直
し
に
伴
い
被
保
険
者
証
の
更
新

は
、
今
年
度
に
限
り
全
員
に
対
し
て
7

月
と
9
月
の
2
回
送
付
と
な
り
ま
す
の

で
、
医
療
機
関
受
診
な
ど
の
際
は
、
有

　
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新

　
現
在
発
行
の
「
限
度
額
適
用
認
定

証
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
7
月
31
日
㈰
で
す
。
8
月
以

降
も
使
用
す
る
場
合
は
、
手
続
き
が
必

要
で
す
。
7
月
20
日
㈬
か
ら
受
付
し
ま

す
が
、
7
月
中
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

お
急
ぎ
で
な
い
方
は
、
8
月
以
降
の
申

請
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
所
得
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
場
合

は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
書
類
な
ど
　
保
険
者
証
、
旧
認
定

証
、
高
齢
受
給
者
証
（
70
〜
74
歳
の

方
）
、
世
帯
主
お
よ
び
対
象
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方

の
み
）
、
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
、
委
任
状
（
住
民

票
同
一
世
帯
の
親
族
以
外
の
方
が
手

続
き
す
る
場
合
）

■問
保
険
年
金
課
給
付
年
金
係

　
☎
0
2
2
（
3
5
5
）
6
5
0
3

　
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　
現
在
発
行
の
「
高
齢
受
給
者
証
」
の

有
効
期
限
は
7
月
31
日
㈰
で
す
。
新
し

い
受
給
者
証
は
7
月
末
ま
で
に
対
象
世

帯
に
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
負
担
金
（
病
院
で
の
窓

口
支
払
い
金
額
）
の
割
合
が
、
前
年
の

所
得
な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
は
、
事
業
所

や
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
保
険
年
金
課
給
付
年
金
係

　
☎
0
2
2
（
3
5
5
）
6
5
0
3

　
令
和
４
年
度
国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
申
請

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶

予
さ
れ
ま
す
。

 

未
納
だ
と
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど
が

給
付
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

7
月
以
降
も
免
除
を
希
望
す
る
方
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。
前
年
に
全
額
免

除
や
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
方
で
、

申
請
時
に
継
続
審
査
を
希
望
し
た
方
は
、

手
続
き
不
要
で
す
。

申
請
期
間
　
7
月
１
日
㈮
〜

（
過
去
期
間
は
、
2
年
１
カ
月
前
の
月

分
ま
で
）

くらしの情報

生
活
情
報

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載した内容が変更となる場合があります。

　献血は命をつなぐボラン
ティアです。わずかな時間
で救える命がたくさんあり
ます。
　定期的な献血のご協力を
お願いします。

　肢体不自由であること
を理由に免許に条件を付
されている方が運転する
車に表示します。
※危険防止のためやむを得ない場合を除き、このマ

ークのある車に幅寄せや割込みをした場合は、道
路交通法違反となります。

～少しの勇気で 救える命～
７月は「愛の血液助け合い運動」月間です♪

■問生活福祉課障がい者支援係☎022(364)1131 ■問生活福祉課福祉総務係☎022(364)1131

身体障害者標識（身体障害者マーク）

献血へ行ってみよう！このマークを知っていますか？

広報しおがま2022年7月号 ⓬



効
期
限
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
保
険
年
金
課
医
療
係

　
☎
0
2
2
（
3
5
5
）
6
5
1
9

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
の
提

出
に
つ
い
て

 

児
童
と
別
居
し
て
い
る
方
な
ど
公
簿

で
現
況
が
確
認
で
き
な
い
方
へ
6
月
初

旬
に
現
況
届
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、

児
童
手
当
を
支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
添
付
書
類
を
確
認
の
上
、
至
急

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
保
険
年
金
課
医
療
係
　

　
☎
0
2
2
（
3
5
5
）
6
5
1
9

　
障
害
者
検
診
の
ご
案
内

　
運
動
機
能
（
筋
肉
、
関
節
の
動
き
な

ど
）
を
評
価
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

対
象
　
在
宅
で
生
活
す
る
身
体
障
害
者

手
帳
（
肢
体
不
自
由
）
を
お
持
ち
の

18
歳
以
上
の
方
で
、
病
院
・
施
設
な

ど
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
な
い
方

実
施
日
　
①
7
月
22
日
㈮
②
10
月
21
日
㈮

　
　
※
予
約
制
・
先
着
5
人
（
無
料
）

会
場
　
利
府
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
・
申
込 

宮
城
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支

　援
セ
ン
タ
ー
☎
0
2
2
（
7
8
4
）
3
5
9
2

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
希
望
団

体
（
町
内
会
・
自
治
会
）
募
集

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
社
会
貢
献
広
報
と
し
て
行
う
助
成
事

業
で
す
。

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

備
品
の
整
備
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額
　
１
０
０
万
円
〜
２
５
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

　
集
会
所
な
ど
の
建
設
や
大
規
模
修
繕
、

そ
の
施
設
に
必
要
な
備
品
の
整
備
を
助

成
し
ま
す
。

助
成
額
　
５
分
の
３
以
内
に
相
当
す
る
額

　
上
限
１
５
０
０
万
円

申
込
期
限
　
9
月
9
日
㈮

■問
市
民
課
協
働
推
進
係
　

　
☎
0
2
2
（
3
6
1
）
1
7
7
3

■
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か

　
人
権
問
題
に
関
す
る
悩
み
は
人
権
擁

護
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
。

塩
竈
市
の
人
権
擁
護
委
員
（
7
月
1
日
現
在
）

阿
部
奈
加
子
さ
ん
・
関
口
ひ
で
子
さ
ん

松
本
悦
郎
さ
ん
・
佐
藤
福
実
さ
ん

髙
橋
百
合
子
さ
ん
・
渡
邉
常
幸
さ
ん

佐
藤
す
げ
よ
さ
ん

■問
仙
台
法
務
局
塩
竈
支
局

　☎
0
2
2
（
3
6
2
）
2
3
3
8

今年こそ！
～第75回　塩竈みなと祭～

　７月17日㈰前夜祭、18日（海の
日）本祭の両日、斎行します。
　「塩竈みなと祭」は、終戦直後の
混乱が鎮静化の兆しを見せ始めた昭
和23年、港町塩竈の産業復興と疲
れきった市民の元気回復を願って始
められました。
　志波彦神社・鹽竈神社の神輿をそ
れぞれ御座船・龍鳳丸と鳳凰丸に奉
安し、松島湾内を渡御する全国有数
の規模であり、100隻におよぶ大小
の供奉船を従えて巡幸します。
　東日本大震災の年にさえ、復旧・
復興への願いと市民に勇気を与えた
いとの想いで開催されました。しか
し、コロナ禍の厳しい状況下では、
見送りを余儀なくされ、まさに３年
ぶりの開催となります。さあ、ご一
緒に…！

市長コラム

塩竈市長

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民
が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更
生に理解を深め、力を合わせ、安全・安心な地域
社会を築くための運動です。
　更生保護への理解を深め、それぞれの立場でで
きることを考えてみませんか。

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

■問生活福祉課福祉総務係☎022(364)1131

７月は「社会を明るくする運動」強調月間です

市内では多くの保護司
が、ボランティアで、
更生の手助けや非行や
犯罪防止の啓発活動を
しています。

クジラ先生（保護司）

広報しおがま2022年7月号⓭



な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
都
合
の
良

い
時
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
7
月
9
日
㈯ 

9
時
〜

内
容
　
サ
ロ
ン
活
動

■問
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
藻
塩
の
里
」

　
☎
0
2
2
（
3
6
1
）
0
6
3
1

　
FAX
0
2
2
（
3
6
1
）
0
6
3
2

　
塩
竈
市
魚
市
場
中
央
棟
貸
事
務
室
お
よ
び
水

産
加
工
処
理
施
設
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

　
塩
竈
市
魚
市
場
中
央
棟
貸
事
務
室
３

室
と
、
水
産
加
工
処
理
施
設
1
エ
リ
ア

の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
面
積
や
月
額
使
用
料
な
ど
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
水
産
振
興
課
魚
市
場
管
理
事
務
所

　☎
0
2
2
（
3
6
4
）
6
1
5
1

　
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
交
流
会

　
い
つ
も
の
日
常
か
ら
少
し
だ
け
離
れ

て
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
、

日
頃
の
介
護
で
疲
れ
た
心
身
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
7
月
26
日
㈫ 

10
時
〜
15
時

内
容
　
〝
お
か
え
り
モ
ネ
〞
の
舞
台
登

米
市
を
散
策
。

対
象
　
市
内
在
住
の
介
護
認
定
を
受
け

ら
れ
た
方
（
要
介
護
1
〜
5
）
お
よ

び
認
知
症
の
方
を
在
宅
で
介
護
さ
れ

て
い
る
方
。
※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
３
回
目
接
種
済
み
ま
た
は
１
週
間

基
準
年
数
　
活
動
を
15
年
以
上
継
続
し

て
い
る
こ
と
。

推
薦
方
法 

総
務
人
事
課
で
配
布
す
る

推
薦
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
7
月
29
日
㈮

選
定
方
法
　
本
市
表
彰
審
査
会
に
よ
る
審
査

■問
総
務
人
事
課
総
務
係
　

　
☎
0
2
2
（
3
5
5
）
5
0
0
7

 

「
し
お
が
ま
健
幸
歩
数
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

　
家
族
や
友
人
・
職
場
で
、
3
人
1
チ

ー
ム
を
作
り
、
2
カ
月
の
合
計
歩
数
や

平
均
歩
数
で
競
い
ま
す
。
毎
日
の
歩
数

に
プ
ラ
ス
１
０
０
０
歩
か
ら
健
康
づ
く

り
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
18
歳
以
上
の
市
民

定
員 
30
チ
ー
ム
（
90
人
）
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り

実
施
期
間
　
9
月
1
日
㈭
〜
10
月
31
日
㈪

内
容
　
毎
日
の
歩
数
を
「
記
録
表
」
に

記
載
し
、
1
カ
月
ご
と
に
提
出

表
彰
　
総
歩
数
優
勝
、
8
0
0
0
歩
達
成

賞
、
歩
数
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
成
功
賞

 

詳
細
は
各
施
設
配
置
の
チ
ラ
シ
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
0
2
2
（
3
6
4
）
4
7
8
6
　

　
FAX
0
2
2
（
3
6
4
）
4
7
8
7

　
E
メ
ー
ル 

kenkou@
city.shiogam
a.m
iyagi.jp

　藻
塩
の
里
7
月
の
余
暇
活
動

　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
の
方
な
ら
ど

　
地
域
支
え
合
い
講
演
会
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

の
〝
ヒ
ン
ト
〞
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

　
コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
の
方
々
の
つ
な
が

り
方
を
テ
ー
マ
に
講
話
と
地
域
の
方
々

の
活
動
の
お
話
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
30
日
㈯
13
時
半
〜
15
時

場
所
　
公
民
館
　
2
階
大
会
議
室

講
師
　
仙
台
白
百
合
女
子
大
学

　
　
　
准
教
授
　
志
水
田
鶴
子
さ
ん

対
象
　
市
民
、
市
内
に
お
勤
め
の
方

定
員
　
60
人
　
※
参
加
無
料
、
要
申
込

問
・
申
込 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　
☎
0
2
2
（
3
6
4
）
1
2
0
4
　

　
FAX
0
2
2
（
3
6
6
）
7
1
6
7

　
市
政
功
労
者
（
特
別
功
労
）
候
補
者

推
薦
の
お
願
い

　
市
で
は
、
社
会
奉
仕
活
動
に
ひ
た
む

き
に
取
り
組
み
、
市
民
の
模
範
と
な
る

方
を
市
政
功
労
者
（
特
別
功
労
）
と
し

て
表
彰
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
近

所
や
お
知
り
合
い
で
、
そ
の
よ
う
な
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
を
ご
推
薦

く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
民
や
市
内
で
活
動
し
て
い
る

個
人
、
団
体
で
、
無
償
で
善
行
を
重
ね
、

市
民
の
模
範
と
な
る
方
（
過
去
に
市
政

功
労
者
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
方
）
　

※
町
内
会
活
動
は
除
き
ま
す
。

くらしの情報

募
集
・
案
内

　水道週間行事の一環として、市内小学生を対象に水道に関する作文・標語・図画・習字を募集したところ、
444点の応募があり、審査の結果、各部門の入選作品が決定しました。
　各部門の１位から３位の作品は、日本水道新聞社などが主催する
「第64回水道週間協賛懸賞募集」へ応募します。

■問上下水道部業務課☎022(364)1415

各部門の１位受賞者
　部 門　
作 文 の 部
標 語 の 部
図 画 の 部

習 字 の 部

 区 分  
低 学 年
高 学 年
全 学 年
低 学 年
高 学 年
低 学 年
高 学 年

氏　　　名
鈴木　心悠(こはる)さん
岩崎　凌空(り　く)さん
鈴木　琉生(る　い)さん
平塚　康成(こうせい)さん
坂内　葵音(あおと)さん
東　　杏珠(あんじゅ)さん
蓑輪　　鈴(り　ん)さん

  学 校 名 ・ 学 年   
第 三 小 学 校 ・ ３ 年
第 一 小 学 校 ・ ６ 年
玉 川 小 学 校 ・ ６ 年
杉 の 入 小 学 校 ・ ２ 年
月 見 ヶ 丘 小 学 校 ・ ４ 年
第 二 小 学 校 ・ ３ 年
第 一 小 学 校 ・ ６ 年

坂内葵音さんの作品 東 杏珠さんの作品

受賞おめでとうございます！～第64回水道週間啓発コンクール～
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空
学
生
（
締
切
9
月
5
日
㈪
）

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

日
時
　
8
月
7
日
㈰ 

13
時
〜
16
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
竈
学
習
室

※
仙
台
駅
東
口
案
内
所
（
桜
井
ビ
ル
４

階
）
に
お
い
て
も
随
時
行
い
ま
す
。

■問
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
仙
台

　募
集
案
内
所

　
☎
0
2
2
（
2
8
4
）
5
0
0
1

　
電
話
に
よ
る
登
記
手
続
き
案
内
の
事

前
予
約
に
つ
い
て

　
仙
台
法
務
局
で
は
、
遠
方
に
お
住
ま

い
の
方
で
も
手
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
登
記
に
関
す
る
手
続
き
の
案
内
は
、

原
則
と
し
て
電
話
に
よ
る
対
応
と
し
て

い
ま
す
。
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
、

予
約
し
た
日
時
に
担
当
者
か
ら
電
話
を

を
か
け
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
す
る

方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
仙
台
法
務
局
塩
竈
市
局

　
☎
0
2
2
（
3
6
3
）
0
0
6
5

イ
ベ
ン
ト
・
お
知
ら
せ

■
浴
衣
着
付
け
教
室
（
全
３
回
コ
ー
ス
）

日
時
　
7
月
5
日
㈫
・
12
日
㈫
9
時
半

空
学
生
（
締
切
9
月
5
日
㈪
）

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

日
時
　
8
月
7
日
㈰ 

13
時
〜
16
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
竈
学
習
室

※
仙
台
駅
東
口
案
内
所
（
桜
井
ビ
ル
４

階
）
に
お
い
て
も
随
時
行
い
ま
す
。

■問
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
仙
台

　募
集
案
内
所

　
☎
0
2
2
（
2
8
4
）
5
0
0
1

　
電
話
に
よ
る
登
記
手
続
き
案
内
の
事

前
予
約
に
つ
い
て

　
仙
台
法
務
局
で
は
、
遠
方
に
お
住
ま

い
の
方
で
も
手
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
登
記
に
関
す
る
手
続
き
の
案
内
は
、

原
則
と
し
て
電
話
に
よ
る
対
応
と
し
て

い
ま
す
。
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
、

予
約
し
た
日
時
に
担
当
者
か
ら
電
話
を

を
か
け
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
す
る

方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
仙
台
法
務
局
塩
竈
市
局

　
☎
0
2
2
（
3
6
3
）
0
0
6
5

イ
ベ
ン
ト
・
お
知
ら
せ

■
浴
衣
着
付
け
教
室
（
全
３
回
コ
ー
ス
）

日
時
　
7
月
5
日
㈫
・
12
日
㈫
9
時
半

　
以
内
の
P
C
R
検
査
で
陰
性
が
証
明

さ
れ
た
方
。

定
員
　
15
人
（
先
着
順
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
介
護
年
数
な
ど
考
慮
）

費
用
　
無
料

■問
塩
竈
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
0
2
2
（
3
6
4
）
1
2
1
3

　
甲
種
防
火
管
理
「
新
規
」
講
習

日
時
　
9
月
12
日
㈪
〜
13
日
㈫

　
　
　
い
ず
れ
も
9
時
半
〜
受
付

場
所
　
多
賀
城
消
防
署
多
目
的
室
（
多
賀

城
市
八
幡
字
一
本
柳
1
1
7
―  
17
）

定
員
　
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

費
用
　
８
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
　
7
月
26
日
㈫
〜
8
月
2
日
㈫

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
（
一
財
）

日
本
防
火
・
防
災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

　
☎
0
3
（
6
2
6
3
）
9
9
0
3

■問
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

　部
予
防
課

　
☎
0
2
2
（
3
6
1
）
1
6
1
7

　
令
和
４
年
度
自
衛
官
等
募
集

募
集
種
目
　
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官

候
補
生
（
締
切
9
月
5
日
㈪
）
、
航

〜
12
時
半
、
17
日
㈰
13
時
〜
16
時

場
所 

7
月
5
日
、
12
日
（
壱
番
館
５

階
和
室
）
、
17
日
（
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト

塩
釜
3
階
マ
リ
ン
ホ
ー
ル
）

費
用
　
７
７
０
０
円
（
浴
衣
、
帯
、
下

駄
、
下
着
、
紐
５
点
付
）
※
要
申
込

問
・
申
込
（
一
財
）
民
族
衣
装
文
化
普
及
協
会

　
☎
0
1
2
0
（
0
2
9
）
3
1
5
　

■
み
な
と
祭
塩
釜
甚
句
（
ハ
ッ
ト
セ
踊

り
）
御
座
船
音
頭
の
参
加
者
募
集

練
習
日
時
　
7
月
2
日
㈯ 

13
時
〜
、

　
7
月
16
日
㈯ 

13
時
〜（　総
練
習
）

場
所
　
公
民
館
（
東
玉
川
町
）
大
会
議
室

問
・
申
込 

塩
婦
連
（
塩
竈
市
婦
人
会
） 

　
会
長
佐
々
木
☎
0
2
2
（
3
6
6
）
5
7
8
0

■
桂
島
の
番
屋
で
浦
戸
の
味
を
お
届
け

日
時
　
7
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰
、
30
日

㈯
、
31
日
㈰
、
8
月
1
日
㈪
〜
7
日

㈰
、
11
日
㈭
〜
16
日
㈫
　
9
時
45
分

〜
14
時
半
　
※
雨
天
時
休
み
の
日
も

あ
り
ま
す
。

場
所
　
桂
島
漁
協
隣
り
番
屋

内
容
　
か
き
氷
、
焼
き
そ
ば
、
浦
戸
産
あ

な
ご
丼
、
ア
サ
リ
汁
、
飲
み
物
な
ど
。

■問
が
ん
ば
る
浦
戸
の
母
ち
ゃ
ん
会
　内
海

　
☎
0
9
0
（
8
7
8
8
）
5
0
6
9

　 

　桂島海水浴場が、３年振りに開設されます！多くの島々に囲まれた桂島海
水浴場は波が穏やか。小さなお子さんも安心して楽しめるキッズエリアも設
置します。軽食のテイクアウトも予定しています。今年の夏は家族みんなで
桂島海水浴場へ！
開設期間　7月23日㈯～8月16日㈫　　施設設備　トイレ、シャワー
交通機関　市営汽船で桂島まで23分、桂島漁港から徒歩7分
ビーチクリーンボランティアも大募集！　
7月9日㈯ 10:00～12:00　詳細は問い合わせください。

桂島海水浴場が３年振りに開設されます！

み
ん
な
の
広
場

■問商工観光課観光係☎022-367-7177 
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■
３
年
ぶ
り
に
開
催
「
納
涼
ゑ
び
や
寄
席 

三
遊
亭
兼
太
郎
・
好
青
年
二
人
会
」

日
時
　
7
月
8
日
㈮ 

第
一
部
11
時
〜
、

第
二
部
15
時
〜

定
員
　
35
人

場
所
　
ま
ち
か
ど
博
物
館
（
本
町
3
―

　
　
　
9
旧
ゑ
び
や
旅
館
2
階
）

入
場
料
　
各
部
２
５
０
０
円
、
通
し
券

４
５
０
０
円

問
・
申
込 
N
P
O
み
な
と
し
ほ
が
ま
旧

亀
井
邸
10
時
〜
15
時
（
休
館
㈫
〜
㈭
）

　
☎
0
2
2
（
3
6
4
）
0
6
8
6

■
ま
ち
カ
フ
ェ
講
座
の
素
敵
な
作
品
展

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
和
小
物
、
ハ
ワ
イ

ア
ン
リ
ボ
ン
レ
イ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
、
書
道
な
ど

日
時
　
7
月
23
日
㈯ 

10
時
〜
15
時

場
所 

ま
ち
カ
フ
ェ
竹
下
園
（
壱
番
館

１
階
）

■問
ま
ち
カ
フ
ェ
竹
下
園 

本
間
　

　
☎
0
8
0
（
3
3
2
6
）
1
0
4
1

　■
貞
山
運
河
「
御
舟
入
堀
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
貞
山
運
河
と
そ

の
役
割
」

　写
真
・
絵
画
展
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
7
月
30
日
㈯ 

10
時
〜

場
所
　
公
民
館
（
東
玉
川
町
）
２
階
会

議
室

入
場
料
　
無
料

講
師
　
高
橋
守
克
氏
（
宮
城
県
文
化
財

保
護
指
導
員
）

問
・
申
込 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局 

つ
ち
み

　
☎
0
8
0
（
3
3
3
4
）
2
5
5
0

■
公
共
職
業
訓
練 

受
講
生
募
集

募
集
訓
練
科
（
カ
ッ
コ
内
は
定
員
）

　
溶
接
施
工
科
（
13
人
）
、
C
A
D
・

N
C
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
（
16
人
）
、

C
A
D
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科
（
女

性
コ
ー
ス
24
人
）

訓
練
期
間
　

　
9
月
2
日
㈮
〜
令
和
5
年
2
月
28
日
㈫

募
集
期
間
　
8
月
5
日
㈮
ま
で

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
や
作
業

服
な
ど
の
経
費
は
自
己
負
担
）
※

居
住
地
を
所
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城 

訓
練
課

  

（
多
賀
城
市
明
月
2
―
2
―
1
） 

　
☎
0
2
2
（
3
6
2
）
2
4
5
4

会
員
募
集

■
た
の
し
い
歌
希
望
の
会

日
時
　
第
１
・
第
３
㈪
ま
た
は
、
第

２
・
第
４
㈪
　
13
時
〜
15
時

（
月
２
回
）

　
　
　
※
都
合
に
よ
っ
て
変
更
有
り

場
所
　
公
民
館
（
東
玉
川
町
）
視
聴
覚
室

会
費
　
月
額
１
５
０
０
円

内
容
　
カ
ラ
オ
ケ
演
歌
（
特
に
新
曲
）

の
歌
唱
指
導
。
初
心
者
歓
迎
。

■問
内
山 

☎
0
9
0
（
2
9
8
4
）
6
7
6
9

■
絵
画
の
会
コ
ロ
ー
ル

　
水
彩
画
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
大
歓
迎
。

日
時
　
㈪
13
時
半
〜
16
時
（
月
3
回
）

くらしの情報

場
所
　
公
民
館
（
東
玉
川
町
）

■問
進
藤 

☎
0
9
0
（
7
0
7
3
）
5
1
0
0

■
創
作
絵
手
紙
す
ず
ら
ん
の
会

　
体
験
し
入
学
で
き
ま
す
。
初
心
者
歓

迎
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

日
時 

㈫
㈮
の
う
ち
月
２
回
選
択
で
き

ま
す
。
10
時
〜
12
時
、
14
時
〜

16
時

場
所
　
赤
坂
※
詳
細
は
要
問
い
合
せ

※
体
験
は
随
時
有
り
（
体
験
料
２
回
セ
ッ
ト

千
円
、
手
本
代
有
料
、
道
具
は
貸
出
）

■問
浅
野 

☎
0
2
2
（
3
6
3
）
4
8
8
7

■
小
原
流
生
花
教
室

日
時
　
月
２
回
（
第
２
・
第
４
㈯
）
　

　
　
　
14
時
〜
（
約
２
時
間
）

場
所
　
大
日
向
町
※
詳
細
は
要
問
合
せ

会
費
　
２
５
０
０
円
〜

■問
熊
谷
紅
春 

☎
0
2
2
（
3
6
2
）
6
5
8
8

「
み
ん
な
の
広
場
」
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

　
締
め
切
り
は
掲
載
希
望
月
の
前
月

１
日
で
す
（
閉
庁
日
の
場
合
は
翌
開

庁
日
）

「
み
ん
な
の
広
場
」
は
市
民
活
動
を

応
援
し
ま
す
。
「
公
共
性
」
「
公

平
・
公
正
」
「
初
心
者
向
け
で
低
料

金
」
の
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

　
原
稿
は
秘
書
広
報
課
広
報
係
（
連

絡
先
は
背
表
紙
に
記
載
）
ま
で
、
持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
。

電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

し
お
が
ま
の

　昔
・
懐
か
し

　
昭
和
57
年
の

海
岸
通
の
本
塩

釜
駅
前
付
近
で

す
。
そ
の
頃
は

仙
石
線
の
複
線

化
工
事
が
完
了

し
、
移
転
し
た

駅
の
周
辺
は
、

新
た
な
市
街
が

整
備
さ
れ
ま
し

た
。
写
真
は
み
な
と
祭
の
パ
レ
ー
ド

で
子
ど
も
た
ち
が
意
気
揚
々
と
行
進

し
て
い
ま
す
。
奥
の
ジ
ャ
ス
コ
の
看

板
が
懐
か
し
い
で
す
ね
。

㉙

の
ぞ
み
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